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第峯る号 染田屋謙相
「自分の課題をつくり実行する教育」の背景

目黒区前教育長伊藤一郎
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最近、標題の教育が大切であるとの声が

高い、学校の研究発表を見ても、このよう

な主題が目につく。

この理由は明白で、新しい教育課程のね

らいであり、当教育研究連盟のねらいでも

ある子どもの「個性化」ということに尽き

ると思う、0
しかし~.ここでは、•もう少し身近な問題

として、次の二点の背景について述べる。

その一つは、学校五日制の実施である。

ちなみに、大人社会も、平成 8 年までに

は労働時間を 1800時間とし、週休二日
制の完全実施が目指されている。

子供社会も、いつもでも月 1 回で放置さ

れているわけではないと考える。若し、こ

れが完全学校五日制になった場合、つまり
子供も、週休二日制が実施された場合であ
る。

従来、 1 日も実施されていなかった時代

の授業日数と休日数の比は20,.ふ8でした

が、完全学校五日制になると、．、ク：この比は 2

0 : 1 5 となり、？.. ・休日数は限りなく・、授業

第 2 は、高校への進路指導の変化を上げ

ることができる。

文部省は当然のことながら、業者テスト

を廃止し、偏差値を高校へ提出することを

禁止した。

そして、進路指導方針の第一に「学校選

択の指導から、生き方の指導への転換」叫

びかけている。

従来の、準備された教科内容を、どれだ

け記憶したかを試すテ・ストの結果により、

振り分けられていた指導を改め、子供は自

分の個性と、将来の生活についての理解を

深め、自分なりの将来の生き方を探索する

ようにさせようというものである。

よって 1 5 オの春には、子供が自分自身

の将来について、中学生にふさわしい夢や

希望を持てるようにしようというものです。

このような進路指導を可能にするために

は中学三年生、つまり 1 5 オになったその

時では、もうおそい。

ふだんの学習の中で、自分というものに
っいての認識を深め、自立とか、主体性と

日数と同数に近づいていく。 •• • いったことを重視する学習を、小学生のう

つまり、休日の子供の過し方が子供の学． 社おから心がけねぱならないと思う。
校教育の成課までも左右するようになると'!~; ·:• 以上の二点から、現在の小学校の教育課

迂．：.,=.疇.:.J..

考えられるのである。また、逆に、ど戎油！ペ・ダ節の中には、今一つ欠けているものがある
~; ~ ~{:＇令・．．

に学校教育をしつかりやっても、休日から ように思う。それが、 「自分の課題をつく
崩れ去っていくことが、予想される。 り、……教育」であると考えている。各位

ここに「自分の課題をつくり、…・・・教育」 のご研鍍を願って止まない。

の重要な一つの背景があると思う。
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［言工．と｀凸｀ L`」｝）「I膵幸次
アメリカの 89 年の論文には、 「現在、

TTの第二の関心の波が起きている」と書

I かれており、イギリスの 8、 5 年の論文にば
「今、中等教育ではTTが盛んになってし、

る」と菩かれてし，ふイタリアでも「約 2

！万のクラスの児幽か経験し、教師も保護者

！も満足してし、る」と書かれてし、る。

• 1 タイムズによるとティーム・ティーチン

・グに変わっ‘てゴーポラーティプ・ティーチン
·1 グどし、われてし、ふこれを日本語訳にする
と「協力教授」とし，うことかできるc;.
I 
;: 欧米では中等学校にウェイトがかかって

；し、＼るのが特徴てある，，中学校は小学校と高
校の中問として、王要我科の教師がコアと

なりティームを組み、教科を合科的に指導

＇しようとするプログラムができつつある。

, 小学校では、教室は普通であるがすべて

のクラスが二人の先生

であるC 一人はハート

1 の助手やインターン・

i孝ク育実習生・ボラ

ンティアなどてある，，

日本のTTを考える

とき、次のような問題

，かある。もう一人の）•、

iが担任を手伝ってくれ
：る「必要惑」が生まれ
! 
：てこなし，．ことであるくまた、敦師が感情的

，にものを考える．ごとが多く、仕事は仕事と

i割り切ることか難し l ヽことである、ンさらに、
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教師は'「 T としヽう言＂築から、．．f• （共の立場か

ら見た rr'fを考えることが難ししヽことや担
任として子供に対しての貨任の持ちガをど

のように考えるかとし＼う問題もあるc

（文黄加藤勇）

講t:百言ごこ言ご戸雰寄凧；；［ぶ］］ゞ］
s` とさ：亡，ー·とー．．．．、．．—·,.. =—...~^------==マつ9：ニュs·..,”^~—^·.99ー＝ ·_・

国立教育研究所室長高浦勝
| 

義先生 高浦先生には多様なティーム・テイ

ーチング (T • T) に取り組む必要がある

のではな＼ヽかと＼ヽった点から講義していた

だし、たe 概要は次の通りである。
文部省の「第 6 次公立義務教育諸学校教 ' 

麟配匿改善計画」が、平成 5 年度がらブ、-. : I 
タートしてT·Tの研究・実践が多くなっ : 

たが、それは学級の授業を複数で担当する、 1 
字級複数担任制が多いe

小学校では4. 5. 6 年生で、また教科'

は算数が89%、その次が理科、家庭科等，．
が、中学 ! 

校は数学

が 6 3 %、

理科、国

語がT·

T (f)授業

を行って

いる~ ! 
それで

は、なぜ

T·T で、学級複数担任制か多いかを考え ; 
ると、アメリカのT·Tはチ｛ームをし、かに！

絣むかに力点か樅かれた。そして、その中j
I 
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には学級叩（「：制をやめるとし、うどえ）jもあ

ー）た，．しかし 1 l オこ(})'|.. T は'.J←·級犯仔をそ

のままにして、投業をするときに杓数で協

力して行う実践か研究された，，しかし、 'l`

·Tを現在のような学級複

数担任制だけで実施していくのは不 1• 分で

ある。

とし I うのは、同じ年齢の子供と言っても、
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「本校のティーム・ティーチンク」

均工県］在加市立ハ幡小学校

オープンスペースはなし 1が、余裕教室を

転m して実施r，人」；；とを敷いたプレイルー

ムや畳を敷いた総合活動室などを活用r、校
舎内はすべて学習勘所という考えている（9

月曜 5 校時 60 分を学年TTの時間とし、

＇．吐茂淵巨蜆国摯馳国・第0)はげ①学習時間（速度）

②学力到達状況 ；教育研究連問 み学習をして

いる，，（習熟度）
1 .u上“↓ .9 • U..9. —·--.  

学期研約会
③‘；ギ習適性、

スタイル

i ④興味•関心

I ⑤生活経験
！が違ってくるC,そこで、そ

ロ［口：口：口`•百1:、 つぶ
全習得学習、課題選釈学習、コース選択学 く研究協議＞．研修時間をし 1かに研保する

校l乏以下担任

外が入って実

施。子どもの

思わぬよさを

発見し、学年

の相互信頼関

係が育った。

習等の多様なT·Tの投業が大切になって か，、カリキュラム評価の時問をどう確保す

l くる C （岩田泰治） るか。進度別TTの際の父母への対応は？
i ―．ッ．．．． ··9ャ···••へ ．．，·．疇， 子どもに進度の分からなし＼工夫をしたり、

戸:=-=--==土ギ·=——元：＇

I !:く分科全報告＞］l 父母会の度に啓蒙するなどで対応。
1・..なc,--,,,=,,,·,=ニペとー· • ｷ •し·~-~~~-J 

I <.A 分科会報告＞ ＜指導者から＞ 氷地先生、高浦先生·....
提案 I 学級定員減を改め加配教員へ (6 年間）教

「学級内または複数学級における える孝ク育から学ぶ教育＾、,. TT とオープン

T.·Tの導入」 スペースで可能になってきた。環境設定が

東点都台東区立根岸小学校 大事な面なので加配教員が原案作成も上夫、

学習の主体者は子どもという考えのもと の一つ。能力別学習の差別の問題は教師と

；で実践してし、か学習材の開発ては、教師 親の頭の切り替えが大切。

iの意志疎通0) もと、綿密な指導計画と役割

分担を立ててし＼る、．

今年度は、専科教員、異学年、加配教員

のTTや幼稚園、地域人材、専門家とのTT

を実厖図工では課題別TTや作業別TT

1 も実施の年度当初の時間割り表の工夫や教
師側の共通理解と同一歩調をとることで行

ってし 1る
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ど． B 分科会＞

豊島区立高田小 坂東先生涌村先生

大li段町立国府小 舘岡先生

司会 台東区立谷中小 等々力先生

助言者本連盟会長 染田・96先生

神奈川大学 那須先生

B 分科会では、本年度'l.. T 加配けにな



った、高田小と、加配校ではないが、オー

プン教育の一環としてポランティアの方を

学校に呼んだりするなどして、 T·T に取

り組んでいる国府小の実践報告を聞き、参

会者を交えて、活発な質疑や意見交換がな

された。

高田小からは、加配を受けて職員が戸惑

して，校則から見直すという学校ぐるみの

実践をしている学校である。学習の多様化

・個別化に積極的に取り組み，その一つと

してTTがある。

個別化学習は，多くの教科で取り組んで

おり，課題や種目の選択学習・マスタリー，

•発展課題学習をはじめ，自由進度学習や

いながらも、加配講師とのミーティングの 小集団学習等の実践を行っている。

時間を積極的に設けたり、教科における教 TTは，数学・社会・保健体育で， 2学
材配列を考えたり・、研究情報というミニコ 級 2人教師や 1 学級 2 人での取り組みをし

ミを作り、先進校の実践に学ぶなどしてき ている。教師集団が一つのチームとして，

た。•そして、教員同士の意志疎通が難しか 計画立案・学習材の準備作成辺学習実践．

ったが、だんだん”と形にな．つてきた·:,'としぷ 評価ど怜う過程を共にし，その過程を通し
う報告を受けた。． .,': : . ';. .,·.:·..．てi.複数教師の利点を引き出せるように取
国府小からは＜．加配ほ受けていないが、• :-'::辺．：：；．り＇：祗みがな悉泊ている。 *'.... 
4 年前から、»、T:• Tの研究をしてきた。昨：··.,•••し．．・・討議で11,•：・実践にあたって，時間割や教
年オープンスペースに改築したのを機に、 師の授業時間•という中学ならではの悩みに
学校の教育活動にボラ：ンティアの人を取り ついての課題等が出された。 ... 

入れてきた。ポランテ・ィアにきてくれた人 東調海弔でほ，社会科のグループによる
に予算をつけ、協力して授業を行っている ディベート形式の実践が発表された。｀••3A.
との報告を受けた。 の教師が討論の指導にあたり，対立する立
質問や意見では、加配校になっている学 場の各グループに一人ずつの教師がつき，

校の参会者から、日頃不安に思っているこ 進行役として 3 人目の教師がつく．りという方
となどを中心に、活発に質問や意見が出さ 法である。
れた。特に目立ったのが評価の仕方、．：支援 すでに， 5年近くの実践の積み重ねがあ
の仕方、加配教師との意志疎通についてで り，単元も公民的分野を中心に，地理的分
あった。 野や歴史的分野での実践がある。
助言者の染田谷先生、那須先生からは、 徐々に日本の学校に定着しつつあるディ
T·Tを子供のために行ってほしい、学級 ベート方式の学習であるが，一人で実施す
王国を捨てて、謙虚に取り組んでほしい、 る場合よりも高い効果のあることが報告さ

コミュニケーションを大事にしてT·Tに れた。

取り組んでほしい、というような助言を頂 当日の参加者や助言者の中にも，ディベ
いた。 （中田） ートの経験者や指示者が多く，実践に当た

ってのポイント等が討議された。

く中学校分科会＞

中学校分科会は，千葉県千代田市立萱田
中学校と東京都大田区立東調布中学校の 2

校の実践の発表があった。

萱田中学校は，新しい学校づくりを目指
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